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川原寺 川原寺は、斉明天皇のIll,"'宮の故地に、天智天皇

が母の及福を祈って建立した寺院と考えられています。持統

文武朝 (7IU：紀末～81U：紀初頭）には、飛！：i寺、大宜大寺、深

師寺とならんで四大寺に挙げられ、奈良時代にも 1大寺の一つ

とされた格の絲い寺院です。昭和32-34年に奈良国立文化財研

究所が行った邸I介で、 l搭2金堂形式の特沢なIII!藍配四が明ら

かになりました。

今回の謂査 今回の園地整IIii弔業に伴う囮介の最大の成朱

は、川原寺の北面大垣の確泌と 、付属t房の梵見です。

北面大垣…・・調介区の北端で一辺2m近い巨大な社穴を 3伯I

確必しました。これは川原寺の寺域の北を限る区1町塀、北IIIl)

疸とみられます。この大垣の発見によって、川原寺の寺域が飛



もつことが明らかになりました。

瓦窯と瓦溜……瀾査区中央付近にある瓦密の前庭部には、融

がtした平瓦が残されており、これに続く丘陵斜lni1こ丸窯本体の

存在が予想されます。また、瓦惣前庭部の北側の瓦涌は焼1戊瓦

の選別場とみられ、焼き／iiじた｝しが大拭1こ捨てられていました。

金属工房・・・・・調介区の令域に金屈1JIl.1．に関係した炉跨群が分

布しています。炉跡は径20-30cmの「'1形で皿状にくぼみ、1/iJ囲

がドーナッ状に赤変しています。大fが鉄製品を製作した鍛治

炉ですが、鉗製品を鋳造したルッポも出土してい ます。南半部

では排水用の区面溝を持つ 1．房テラスを確認できました。

掘立柱姪物…••• 3 時期にわたる建物群を 6 棟以 t確認してい

ます。奈良時代の建物は柱筋をそろえて整然と配置され、倉郎

風建物は東大寺」E倉院を小規校にしたような反介になります。 ・ シ•1 • I 
工●の
区轟瀑

溶解炉片
投夏土坑



鋳造十．坑は径2.8mほどの隅丸｝j形をした大型上坑で、真っ赤な

焼r．や炭、鋳型片が充満していました。掘り下げたところ、中

心部から残りの良い鋳型片が見つかり、径90cmほどの大きな鉄

釜を鋳造した上坑であることが判,,1しました。また閲査区の,Ji
東隅近くには、鉄の付沿した十．製の浴解炉（コシキ炉） 1「が，

括投棄されていました。消鮒炉を設irtした場所は特定できませ

んが， •段面い丘陵テラスに溶解炉を据え、高低差を利I II して

下の鋳造上坑に鉄を流し込み、作突後に溶解炉を解体したもの

と考えられます。鋳造十．坑と浴鮒炉の年代は 7世紀求頃とみら

れ、これまでに発見された鋳鉄の遺構としては殻古のものです。

天ギ年1111に作成された法陸がや人安かの資財軋； （財産LI鈷）

には、数多くの鉄釜が見えますが、今Uに残る品はありません。

今1!11の発見は、そうした占代の鉄釜の形状や製作方法、鈎鉄技

術の系謂を解明する上で大変派要な発見です。ここで鋳造され

た鉄釜が川椋寺でどのように使用されたのか、様々に想像が脚

らみます。

まとめ 今回の調介1こより、川脱寺の北面人垣の位凶が明ら

送凰孔 かになるととも 1こ，寺域北蔀に1/1J藍の廷店や営紐のための上房

群が配111された様＋が191らかになりました。エ房のす．地や1構成
は飛！●！池T.)ji遺跡とよく似ていますが，川1)；［寺のエ房の什綬時

期は 7世紀後半の創建期からギ安時代後期におよぴます。今同

の発見は、古代寺院の規佼や寺城内の様子、付属施骰のあり方

をそえる上で、 j℃tな発見といえるでしょう。

2003年6月


